
学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　新校舎に移って数か月、まだ使うの

に慣れないが、お気に入りも見つけつ

つある。例えば、朝の光が差し込んで、

新しく、明るく全校生徒を包んでいる、

礼拝堂。そして、夜の駐車場までの外

通路。常夜灯は足元がわかる程度で、

周囲は暗い。リラックスできるひと時

だ。日中の活動的な校舎とのギャップ

も面白い。授業や部活動、仲間と集っ

て交流したり、一人思索にふけったり。

学校生活の様々な場面を新しい校舎

が育んでいる。 （佐藤）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局

鈴木　啓喜様（98歳）
（大学・健康栄養学科教員　和泉眞喜子様ご尊父）
9月6日逝去されました

村上　克男様（88歳）
（元中高校長）
9月28日逝去されました

廣瀬　節夫様（81歳）
（大学・表現文化学科教員　廣瀬愛様ご尊父）
11月30日逝去されました

小泉　みつい様（99歳）
（大学事務部職員　菊地圭司様ご祖母）
11月9日逝去されました

佐々木　昭夫様（89歳）
（大学・環境構想学科教員　桂重樹様ご岳父）
11月21日逝去されました

鈴木　要子様（76歳）
（元中高教員）
3月10日逝去されました

柳川　敏男様（72歳）
（大学・人間心理学科教員　川端壮康様ご岳父）
11月4日逝去されました

募金状況報告（目標額2億円）
￥81,109,208.（目標額の40.6％）※11月20日現在

建設整備事業募金ご協力のお願い
■中学校・高等学校校舎　■大学礼拝堂

口 座 名　学校法人 尚絅学院募金事務室

●七十七銀行長町支店 口座番号 普通預金 5744105
●ゆうちょ銀行（郵便局）口座番号 02220-8-43433

寄付の方法

●必要項目をご入力ください。2
●ご自宅に払込伝票が届きます。
　 (土日祝日を除き発送致しますので、お時間がかかる場合がございます。)
3

●最寄りのコンビニレジでお支払いをお願いします。4

●尚絅学院HPの建設事業募金
　 申し込みフォーム をクリック
1

建設事業募金インターネット申込受付開始のご案内
（コンビニでお支払いいただけます。）

募金の期間　2015年12月31日まで

指定の振込（払込）用紙を準備しております。必要な事項をご記入の上、
下記金融機関から手続きをお願いします。（振込手数料は無料です）

（学）尚絅学院 法人事務局募金事務室
TEL 022-381-3471 ※月～金 9時～17時
Email ▶bokin@shokei.ac.jp　URL ▶http://ap.shokei.jp/

お問合せ

スマートフォン
の 方 は 右 の
QRコードを読
み取り下さい。

宗教主任
田所  義郎

　クリスマスはイエス・キリストのご降誕を記念する祝日であり、世界中の人々によって祝われます。
　尚絅に通う皆さんには学校での行事だけではなく、ぜひ教会で行われるクリスマス礼拝（12月20
日午前中）やクリスマス・イヴ礼拝（12月24日夜）にも出席して、本当のクリスマスに触れてもらいたいと
思います。クリスマス・イヴ礼拝では讃美礼拝や聖誕劇などが行われ、礼拝後には街へ出て賛美歌を
歌うキャロリングも行われます。パーティーやデートだけではなく、救い主誕生の喜びの声を街中に響
かせるというクリスマス・イヴの過ごし方も素敵なものではないでしょうか。各教会の礼拝予定につい
ては宗教主任または各教会まで問い合わせてください。

公開クリスマス礼拝のご案内

♦ 日時  2015年12月23日（水）
♦ 会場  尚絅学院中学校・高等学校 礼拝堂
♦ 生徒対象  15：00～16：20
♦ 保護者・一般の方対象  18：00～19：20（開場17：30）

【おねがい】●駐車場がございませんので公共交通機関をご利用下さい

▶ 問い合せ／尚絅学院中学校・高等学校   TEL 022-264-5881

　本校では中学生が演じる無言劇「イエスキリストの降誕」と
中高生徒と教員が一緒に演じるイエスの生涯劇“The king of 
kings ”を1年ごとに行っています。今年は、「イエスキリストの降
誕」を行います。ぜひご来場いただき、クリスマス本来の意味を
改めて考え、その喜びを共にわかちあいませんか？ 皆様のお
越しをお待ちしております。

イエスキリストの降誕～ページェント

中学校・高等学校

▶ 問い合せ／尚絅学院大学　総務課   TEL 022-381-3333

　パイプオルガン奏者として、世界で活躍
している卒業生で、学生・教職員対象の
パイプオルガン講座の講師もお願いして
いる後藤香織さんによるコンサートです。
皆さんのご来場をお待ちしております。

後藤香織 チャリティー
パイプオルガンコンサート

１５：００～１６：００2015年１２月１９日（土）
♦ 会場  尚絅学院大学礼拝堂

2
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尚絅新時代へのスタート
「中学校・高等学校礼拝堂完成」

 卒業生コラム  はばたき
1961年 尚絅学院大学女子短期大学部保育科 卒業
バンビグループ絵画教室 主宰／髙坂恵子さん

学校行事報告、同窓会コーナー 情報掲示板

 教職員エッセイ  梅の花
中学校・高等学校教頭／斎藤公夫
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8
月
22
日（
土
）に
中
高
礼
拝
堂
献
堂
式
・
新
校

舎
棟
内
覧
会
が
行
わ
れ
、中
高
建
設
関
係
者
を
は

じ
め
、学
校
関
係
者
、同
窓
生
、保
護
者
や
地
域
の

方
々
な
ど
約
１
５
０
名
が
参
加
し
、神
様
の
大
い
な

る
恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

宗
教
主
任　

田
所
　
義
郎

　

こ
の
度
、こ
の
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
新
礼
拝
堂

が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
生
徒
で
施
設
定
員
９
7
０

名
が
い
っ
ぱ
い
に
満
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
絅
で
の
学
校
生
活
の
中
心
は
何
と
い
っ
て
も
礼
拝
で
す
。
礼
拝
堂
は
私
た

ち
の
学
校
の
中
心
で
あ
り
ま
す
。
礼
拝
堂
は
、
旧
校
舎
に
お
い
て
も
尚
絅
生
に

と
っ
て
最
も
印
象
の
深
い
思
い
出
の
場
で
あ
り
、
特
別
に
愛
さ
れ
た
場
所
で
あ

り
ま
し
た
。

　

中
学
校
・
高
等
学
校
の
礼
拝
堂
の
特
徴
は
、
礼
拝
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
式

典
、
講
演
会
、
生
徒
会
活
動
、
課
外
活
動
、
部
活
動
な
ど
様
々
な
場
面
に
用
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

礼
拝
堂
は
「
祈
り
の
家
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
前
宗
教
主
任
の
小
林
孝
男

先
生
は
尚
絅
に
と
っ
て
礼
拝（
祈
り
）は
呼
吸
と
同
じ
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
目
に
は
見
え
な
い
神
様
と
祈
り
を
通
し
て
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
助
け
、
導
き
、
祝
福
に
私
た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
主

イ
エ
ス
は
ぶ
ど
う
の
木
、
私
た
ち
は
そ
の
枝
で
あ
り
、つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば

豊
か
な
実
を
結
ぶ
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
の
で
す（
ヨ
ハ
ネ
15
：
5
）。
そ
の
意

味
で
祈
り
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
だ
と
い
え
ま
す
。

　

聖
書
に
は
主
イ
エ
ス
が
神
殿
の
中
で
商
売
す
る
人
々
を
追
い
出
さ
れ
た
と
い

う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
当
時
、
神
殿
で
の
礼
拝
に
は
、
厳
格
な
基
準
に
従
っ
た

捧
げ
も
の
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
意
し
て
販
売
す
る
商
人
た
ち
の
存
在

も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、い
つ
し
か
神
様
を
礼
拝
す
る
た
め
の
商

売
が
、
商
人
や
司
祭
た
ち
の
私
腹
を
肥
や
す
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
の
で
す
。
神
様
に
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
関
心
だ
け
を
満
た
す
こ
と
が
目

的
と
な
り
、
神
様
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
主
イ
エ
ス
は

こ
の
人
々
を「
わ
た
し
の
家
は
祈
り
の
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」、「
と
こ
ろ
が
、

あ
な
た
が
た
は
そ
れ
を
強
盗
の
巣
に
し
て
い
る
」と
厳
し
く
非
難
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
様
は
こ
の
新
礼
拝
堂
が
学
校
生
生
活
の
様
々
な
場
面
で
用
い
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
礼
拝
堂
が
真
の
祈
り
の
家
で

あ
り
続
け
る
よ
う
に
、い
つ
も
神
を
仰
ぎ
見
る
学
校
の
歩
み
を
続
け
て
い
き
た

い
と
祈
り
求
め
ま
す
。

礼拝堂完成
尚絅新時代へのスタート!

2013年度冬より3年計画で建設を
進めてきた新校舎が完成しました。
第2回は礼拝堂を、ご案内します。

第2回

礼
拝
堂
献
堂
式

新
礼
拝
堂
完
成
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新
校
舎
の
礼
拝

堂
の
全
体
は
、澱
橋

か
ら
見
る
の
が
一
番

い
い
。コ
ン
ク
リ
ー
ト

そ
の
ま
ま
の
色
を
ベー

ス
に
、
5
階
部
分
が

白
い
帽
子
を
か
ぶ
っ

た
よ
う
な
格
好
に
見

え
る
。
そ
の
帽
子
に

十
字
架
を
設
置
し

て
尚
絅
学
院
が
キ
リ

ス
ト
教
主
義
の
学
校

で
あ
る
こ
と
を
象
徴

的
に
表
し
て
は
い
る
が
、決
し
て
目
立
ち
す
ぎ
な
い

よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、礼
拝
堂
に
入
る
に
は
、来
客
用
の
玄
関
か

ら
入
っ
て
左
側
の
階
段
を
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

2
階
に
は
宗
教
主
任
室
が
あ
り
、現
在
は
学
院
長

室
を
兼
ね
て
お
り
、牧
師

の
先
生
方
も
そ
こ
で
お

迎
え
で
き
る
。

　

宗
教
主
任
室
を
出
る

と
す
ぐ
に
、北
側
に
面
し

て
全
長
40
ｍ
の
大
き
く

長
い
ガ
ラ
ス
張
り
の
テ
ラ

ス
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
見

え
る
風
景
は
、い
ま
で
こ

そ
体
育
館
が
建
っ
て
い
る

が
、次
年
度
に
は
解
体
さ
れ
る
の
で
、そ
の
後
は
開

放
感
た
っ
ぷ
り
の
グ
ラ
ン
ド
が
目
の
前
と
な
る
。

　

テ
ラ
ス
側
か
ら
ド
ア
を
開
け
る
と
、2
階
か
ら
5

階
ま
で
高
さ
14
ｍ
の
大
空
間
が
現
れ
る
。
全
体
席
数

は
９
７
０
席
で
旧
礼
拝
堂
よ
り
小
さ
い
が
、構
造
上

大
き
く
感
じ
る
空
間
で
、は
じ
め
て
礼
拝
堂
に
入
っ

た
人
は
必
ず
た
め
息
を
漏
ら
す
。
天
井
は
東
日
本

大
震
災
程
度
の
地
震
に
も
十
分
対
応
で
き
る
よ
う

吊
り
天
井
で
は
な
く
鉄
骨
下
地
の
構
造
と
し
て
い
る
。

　

堂
内
で
目
立
つ
の
は
、ま
ず
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
あ

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
社
製
で
２
０
０
３
年

に
後
援
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
。
旧
礼
拝
堂

に
あ
っ
た
も
の
を
、分
解
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、搬
送
、組

み
立
て
、調
律
と
、日
本
に
い
る
数
少
な
い
技
術
者

が
二
週
間
か
け
て
移
設
し
た
。
土
台
も
、コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
し
た
た
め
、従
来
よ
り
一
層
響
き
が
良
く
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、南
側
内
壁
の
縦
長
の
窓
に
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
か

ら
の
寄
贈
で
あ
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
8
枚
セ
ッ
ト

さ
れ
た
。
直
線
と
青
色
を
基
調
と
し
た
幾
何
学
的

な
デ
ザ
イ
ン
は
内
側
か
ら
見
て
も
外
側
か
ら
見
て
も

大
変
お
し
ゃ
れ
で
、夜
に
澱
橋
か
ら
礼

拝
堂
を
見
る
と
、こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

が一
層
輝
き
を
増
す
の
が
分
か
る
。

　

座
席
数
は
、ひ
な
壇
も
含
め
た
下
層

階
が
７
３
０
席
、2
階
席
が
２
４
０
席

の
合
計
９
７
０
席
あ
り
、中
高
生
全
員

が
一
堂
に
集
っ
て
、礼
拝
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
。
入
り
口
は
2
階
か
ら
、そ
し
て

3
階
、4
階
か
ら
と
生
徒
が
入
場
し
や

す
く
設
計
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
ス
テ
ー
ジ
は
高
さ
80‌

㎝
、前
部
に
階
段

が
5
段
あ
り
、仮
に
歌
舞
伎
役
者
な
ら

大
見
得
を
切
る
の
に
も
っ
て
こ
い
の
構
造

で
あ
る
。ま
た
、ス
テ
ー
ジ
の
裏
側
に
は
、

演
劇
で
も
そ
の
威
力
を
発
揮
す
る
よ
う

に
通
り
抜
け
の
通
路
を
用
意
し
て
あ
る
。

　

椅
子
は
重
厚

感
あ
る
木
製
の
ベ

ン
チ
式
で
、肘
掛

を
な
く
し
た
の
で
、

座
り
や
す
く
な
っ

て
い
る
。
前
の
方

の
9
列
は
可
動

式
で
あ
る
た
め
、

多
様
な
利
用
方

が
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
い
よ
い
よ

例
年
の
行
事
で

あ
る
ク
リ
ス
マスペー
ジェ

ン
ト
が
、
こ
の
礼
拝
堂

を
使
っ
て
行
な
わ
れ
る
。

ど
ん
な
ス
テ
ー
ジ
が
待

ち
受
け
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
、
12
月
23
日
が
楽

し
み
で
あ
る
。

新
礼
拝
堂
の
風
景

中
学
校・高
等
学
校 

事
務
長

菊
池
　
雅
人

03

SHOKEI Vol.505

SHOKEI505-特集_三[02-03].indd   3 2015/11/26   19:27



　「きみが十時に眠るなら、俺は夜明けの
二時に寝る。人の倍やれ五倍やれ、それ
で勝負は五分と五分…」という歌がある。
この歌がいつしか私の応援歌となっていた。
　人見知りで、不器用な私が教員として働
くためには、とにかく授業の準備も、クラス
の仕事も時間をかけてするしかなかった。
この歌に勇気づけられながら…
　しかし、仕事がうまくいかないことの方
が圧倒的に多かった。そんなとき私は、生
徒に励まされ、保護者に暖かい声をかけ
られ、その度に元気をもらう生活を送って
きた。
　さて、最近先生方の仕事ぶりを見てい
て頭が下がることが多い。職員室が一つ

になってさらに気づくことが多
くなった。日々生徒と体当た
りで立ち向かう姿や休みの日
も生徒のために時間を割く
姿。部活のために全精力を
注ぐ姿。子育ての中限られた
時間の中で精いっぱいの仕
事をする姿。そんな先生方がいるか
ら尚絅の教育が成り立つ。
　尚絅がキリスト教学校として存在
する意味を問うとき、『他者と共に生
きる」ことにたどり着く。我々教員が
生徒の前に立つとき、その実践者と
なることがつねに求められていること
を節目の年を迎える者として強く思う。

生徒総会

「きみが十時に眠るなら…」

中学校生徒会
Vol.4

　中学校生徒会執行部は毎週月曜日のお昼に現在の

中学生の問題点や次回の行事などについて話し合って

います。

　現在は、11月12日の公開理想協に向けて中学校

内の意見を一致させているところです。新校舎に移

った今、この校舎ならではの要望が出てきています。

それらの要望が通るよう、当日は3者が歩み寄って互

いの意見を理解し、納得するまで話し合いたいと思

います。

　そして最近では、新しく中学校生徒会室が出来た影

響からか前よりも一人一人が積極的に会議に参加する

ようになってきました。この度新旧交代になりました

が、新執行部になってもこの良い流れを止めずに今よ

りももっと良いものにしてほしいと思います。

中学校生徒会 前会長　山下 凛

vol.39教職員エッセイ

中学校・高等学校　教頭

斎藤 公夫

梅の花

左から／会計・茂永頼子、副会長・小松若菜、前副会長・星麗依奈、会長・髙橋愛加、前会長・
山下凛、書記・小山内優介、前書記・松野みらい、副会長・草野結吏、前会計・小山内和哉、
書記・山口結子、会計・佐藤未羽
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卒業後絵画教室を主宰し通算50年ですが、
この教室への思いをお聞かせ下さい。
　私の絵画への思いと、子供の表現する造形心理の関

わりを求め保育科へ。そこで出会った海老原教授のご依

頼で5名の子供達と始めました。子供達には身近にある素

材も含め造る喜び、描く楽しさを充分に感じて欲しいと思い

ました。また、以前バッハの無伴奏のCDを聴きながらチェロ

を描いた時、紙からはみ出しそうに大きく、重厚に描

けたのを見て、五感の大切さも認識し、それ以来、絵

と音楽は切り離せなくなり、安らぎある穏やかな中で

描く事を今も継続しています。

　毎夏開催する新潟合宿では、遊びを通して豊かな

自然を満喫します。釣をして魚の内臓の観察、ビーカ

ーで育つエリンギ、沢ガニの住み家の探検、そして目

紛しく変わる大自然等、ドキドキワクワクを沢山体験

することにより、心も身も養われ、生き生きと表現す

る力に繋がると思います。幼き日の絵との出会いを大切に、いつまでも描く

喜びと楽しさを忘れずに‼ と心より願っております。

50年を振り返ってみて、今の思いを聞かせて下さい。
　子供達の喜びや楽しさ満杯の絵の世界は、私を元気に力強く生かしてくれ、

正しく私の心の特効薬です。長い交わりは素晴しい絆をもたらしてくれ、美術

関係の仕事に就いたOB、親となったOB達

に今も支えられ、中には二世代に渡る繋りを

続けています。これからも子供の心に寄り添

って、必要とされる事に感謝し充実した時間

を送りたいと思います。

バンビグループ絵画教室 主宰

髙坂　恵子さん
1961年　尚絅学院大学女子短期大学部保育科 卒業

1959年	 尚絅学院高等学校 卒業

1961年	 尚絅学院大学女子短期大学部保育科 卒業

同     年	 仙台YMCA青葉幼稚園 勤務

1963年	 退園・バンビグループ絵画教室 発足

1965年	 作品展（三越仙台店）  結婚の為横浜転居

1973年	 バンビグループ絵画教室再開（横浜）

1974年	 第1回バンビグループ作品展（三越横浜店）

    ↓    	 以降毎年開催

2015年	 第40回作品展（みなとみらいギャラリー）

現在も幼稚園児から高校生まで40名を指導

［ 卒業生コラム ］

vol.39
恩師との出会いで始めた絵画教室。
子供達やOBに支えられて50年。
喜びあふれる絵の世界をこれからも。

1965年の作品展にて
（後列中央海老原教授、左がご本人）

教室の生徒さん達と

ガムテープアートマカロニアート

◀︎ドーナッツとりすパンとクロワッサン（幼年少）

自画像 マイシューズタイのおみやげ（小4）

生
徒
さ
ん
の
作
品
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11
月
24
日（
火
）

創
立
記
念
礼
拝

　

11
月
24
日
（
火
）
に
創
立
記
念
礼
拝

が
中
学
校
・
高
等
学
校
の
新
校
舎
礼
拝

堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
基
督
教
団

仙
台
ホ
サ
ナ
教
会
牧
師
の
長
尾
厚
志
氏

に
よ
る
説
教
「
恵
み
の
土
台
」
で
は
、
尚

絅
学
院
の
土
台
で
あ
る
１
２
３
年
の
伝

統
を
認
識
す

る
こ
と
の
大

切
さ
に
つ
い

て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
基
調
講

演
で
は
、「
継

承
さ
れ
る
キ

11
月
23
日（
月
）

尚
絅
音
楽
祭

　

11
月
23
日

（
月
・
祝
）
に

中
学
校
・
高

等
学
校
の
新

校
舎
礼
拝
堂

に
て
、「
尚

絅
音
楽
祭
」

を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ

ま
で
音
楽
活

動
の
成
果
を
各
団
体
ご
と
に
発
表
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
尚
絅
の
音
楽
を

よ
り
総
合
的
に
、
よ
り
明
確
に
表
現
す

る
た
め
に
、
尚
絅
の
音
楽
家
た
ち
が
一

堂
に
集
ま
り
、「
オ
ー
ル
尚
絅
」で
音
楽

祭
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
が

降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
同

窓
生
や
学
生
、
地
域
の
方
々
な
ど
約

５
０
０
名
が
参
加
し
、
オ
ー
ル
尚
絅
が

紡
ぎ
出
す
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
会
場
は
熱
気

に
包
ま
れ
、
伝
統
あ
る
「
音
楽
の
尚
絅
」

に
新
た
な
一
歩
を
刻
み
ま
し
た
。

（
総
務
課　

吉
田 

祐
也
）

リ
ス
ト
教
教
育
―
『
よ
み
が
え
る
言
葉

の
輝
き
』を
中
心
に
―
」と
題
し
、
西
南

学
院
大
学
教
授
の
塩
野
和
夫
氏
よ
り

「
尚
絅
学
院
の
教
職
員
が
誇
り
を
も

ち
、
祈
り
と
知
恵
と
力
を
注
い
で
教
育

活
動
に
打
ち
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
の
分
科
会
で
は

基
調
講
演
を
踏
ま
え
て
、
教
職
員
や
理

事
・
同
窓
生
な
ど
が
10
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
建
学
の
精
神
の
考

え
方
や
取
り
組
み
を
共
有
し
た
実
り
あ

る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
職
員
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
次
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
総
務
課　

吉
田 

祐
也
）

職
員
表
彰
式 �

優
秀
職
員
表
彰
（
2
名
と
1
グ
ル
ー
プ
）

　

大
野
実

　

佐
々
木
真
理

　

大
学
事
務
部

　

進
路
就
職
課

　
（
２
０
１
４
年
度
）

　

  

中
村
節
子

　

  

小
島
里
美

　

  

半
澤
泰
也

　

  

佐
藤
司

　

  

谷
口
良
文

永
年
勤
続
表
彰

　
20
年
勤
続

　

東
義
也

　

佐
藤
理
智
子

　

菅
野
美
千
代

　

佐
々
木
真
理

9
月
30
日（
水
）

秋
の
遠
足（
年
少
）

　

10
月
に
入
り
園
内
の
木
々
か
ら
は
木

の
実
が
落
ち
、
木
の
葉
は
赤
や
黄
色
に

色
を
変
え
、
一
段
と
秋
が
深
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
年
少
組
は
、
9
月
30
日
に
仙

台
市
八
木
山
動
物
園
へ
秋
の
遠
足
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
は
図
鑑
を

見
た
り
、
折
り
紙
で
動
物
を
作
っ
た
り
、

絵
を
描
い
て
楽
し
み
に
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
。
当
日
は
欠
席
も
お
ら
ず
、
全

員
で
園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

実
際
大
き
な
動
物
に
驚
い
て
い
る
子
、

目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
興
奮
し
な
が
ら

喜
ん
で
い
る
子
な
ど
様
々
で
し
た
。
お

弁
当
を
食
べ
な
が
ら
「
カ
バ
の
お
尻
お
っ

き
い
!!
」「
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
（
走
る
の
が
）

速
い
!!
」
な
ど
口
々
に
話
し
て
い
ま
し

た
。
本
物
に
触
れ
、
ま
た
新
し
い
体
験

を
し
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

�
（
幼
稚
園
教
員　

柴
山 

美
佳
）

9
月
19
日（
土
）

プ
レ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

前
日
ま
で
の
雨

が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
当
日
は
天
気

も
良
く
、
朝
早
く

か
ら
の
先
生
方
の

グ
ラ
ン
ド
整
備
も

あ
り
無
事
に
プ
レ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

未
満
児
さ
ん
か
ら
年
長
さ
ん
ま
で
、

各
組
別
に
練
習
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
披

露
し
ま
す
。

　

色
々
と
小
道
具
も
あ
り
、
事
前
に
楽

し
み
な
が
ら
制
作
し
た
様
子
が
頭
に
浮

か
び
ま
し
た
。
歳
が
上
が
る
に
つ
れ
内

容
も
少
し
ず
つ
難
し
く
な
り
、
幼
稚
園

に
い
る
間
の
子
供
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。

年
長
さ
ん
は
跳
び
箱
や
鉄
棒
、
リ
レ
ー

な
ど
運
動
能
力
を
存
分
に
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。
子
供
達
の
笑
顔
や
頑
張
る
姿

に
元
気
を
分
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

�

（
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
保
護
者　

髙
橋 

慶
）

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板

幼
稚
園

夏から秋にかけ様々な
イベントを実施。

たくさんの思い出ができました

学
院
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

10
月
17
日（
土
）

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

　

10
月
17
日
（
土
）、
今
年
も
お
父
さ
ん

先
生
と
し
て
、ハ
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の
年

長
さ
ん
は
、秋
の
定
番
芋
煮
汁
、畑
で
採

っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
作
っ
た
焼
い
も
、
ピ

ザ
窯
で
焼
い
た
ピ
ザ
と
、
本
当
に
幼
稚

園
で
作
る
の
?
と
い
う
料
理
ば
か
り
で

す
。
子
ど
も
達
に
手
伝
い
を
お
願
い
す

る
と
、
み
ん
な
進
ん
で
手
伝
っ
て
く
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
料
理
は
完
成
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
が
心
を
込
め
て
作
っ
た

料
理
は
、
み
な
さ
ん
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
下
さ
り
、
と
て
も
ハ
ッ
ピ
ー
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
、心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

�

（
年
長
組
保
護
者　

平
井 

充
）

7
月
23
日（
木
）〜
8
月
6
日（
木
）

モ
ン
タ
ナ
研
修
報
告

7
月
22
日（
水
）〜
8
月
6
日（
木
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア 

�

短
期
留
学

　

私
は
7
月
23
日
か
ら
8
月
6
日
ま
で

ア
メ
リ
カ
の
モ
ン
タ
ナ
州
で
行
わ
れ
た

海
外
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
モ
ン
タ

ナ
に
行
く
前
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
海
外
に
行
く
の
は
初
め
て
で
、
し

か
も
2
週
間
と
い
う
長
い
間
を
や
り
切

れ
る
の
か
…
そ
ん
な
気
持
ち
を
抱
え
た

ま
ま
出
発
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
私
の
心
配
は
す
ぐ
に
消
え

ま
し
た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
る
授
業
は

と
て
も
面
白
く
、
い
つ
も
あ
っ
と
い
う
間

で
、
午
後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
は
お
買

い
物
や
施
設
訪
問
、ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の

一
つ
一
つ
が
実
り
あ
る
時
間
で
し
た
。

　

こ
の
海
外
研
修
で
は
毎
日
が
充
実
し

て
い
て
、一
日
が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
し

た
。
英
語
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
3
Ａ
の
仲
を
よ
り
一
層
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
み
ん
な
で
過
ご
し
た
2

週
間
は
大
切
な
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
学
び
を
通
し
て
得
た
英
語
で
伝
え

る
力
を
高
校
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

（
3
年　

阿
部 

ほ
の
か
）

9
月
3
日（
木
）

天
文
台
学
習
を
終
え
て

　

今
日
は
仙
台
市
天
文
台
で
校
外
学
習

を
し
ま
し
た
。
星
座
や
太
陽
系
の
軌
道

や
大
き
さ
を
、
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
太
陽
系
は
も
の
す
ご
く
大
き
い
と

思
っ
て
い
た
の
に
、
銀
河
系
は
は
る
か

に
大
き
く
、
広
大
で
あ
る
と
知
り
驚
き

ま
し
た
。
望
遠
鏡
で
は
太
陽
の
黒
点
を

観
察
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
展
示

室
で
は
、
惑
星
の
公
転
周
期
や
月
の
姿

を
知
り
ま
し
た
。
私
は
仙
台
市
天
文
台

に
来
て
、
改
め
て
惑
星
な
ど
の
細
か
い

こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
知
り
た
い
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。

今
度
は
学
校
の
校
外
学
習
だ
け
で
な

く
、
個
人
的
に
来
て
仙
台
市
天
文
台
の

職
員
さ
ん
な
ど
に
話
を
聞
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

�

（
1
年　

河
村 

日
和
）

中
学
校
・
高
等
学
校

　

今
年
も
夏
休
み
期
間
中
の
週
間
を
利

用
し
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
短
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
現

地
の
学
校
で
の
授
業
や
交
流
だ
け
で
な

く
、
動
物
園
や
様
々
な
店
に
行
っ
た
り
、

日
曜
日
は
教
会
で
礼
拝
を
し
た
り
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

多
文
化
主
義
国
の
た
め
か
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
家
系
は
様
々
で
、
友
人
と

の
情
報
交
換
は
笑
い
と
驚
き
の
連
続
と

な
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
通
し
て
よ
り
多
く
の
交
流
が

深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

�

（
1
年　

志
村 

み
さ
と
）

中
学
校

中学校高等
学校
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9
月
7
日（
月
）〜
10
日（
木
）

職
場
体
験

　

私
は
、
9
月
7
日
か
ら
10
日
ま
で
み

や
ぎ
生
協
木
町
店
で
職
場
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

初
め
は
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
す
が
力
仕
事
が
多
く
毎
日

大
変
で
し
た
。
し
か
し
職
場
の
み
な
さ

ん
と
お
話
し
た
り
、
お
客
さ
ん
の
「
が

ん
ば
っ
て
」と
い
う
声
が
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。

　

一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
ダ
ン
ボ
ー
ル

に
入
っ
て
い
る
商
品
を
棚
に
出
す
品
出

し
と
い
う
仕
事
で
す
。
簡
単
に
見
え
ま

す
が
大
変
で
し
た
。

　

私
は
職
場
体
験
を
し
て
普
通
に
手
に

し
て
い
た
商
品
も
手
間
暇
が
か
か
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
四
日
間
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。�

（
2
年　

八
鍬 

舞
香
）

10
月
20
日（
火
）

奉
仕
の
日

　

10
月
20
日
に
収
穫
感
謝
礼
拝
・
施
設

訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
施
設
訪
問
で

は
、
中
学
生
が
光
陽
ホ
ー
ム
・
シ
オ
ン

の
園
を
訪
問
し
、
高
校
生
が
キ
リ
ス
ト

教
育
児
院
・
洛
風
苑
・
啓
佑
学
園
・
貝

山
中
央
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
、
奉
仕
の
日
と
し
て
毎
年

こ
の
収
穫
感
謝
訪
問
に
全
員
で
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
訪
問
は
慣
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
回
は
初
め
て
訪
問
す
る
場

所
な
の
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
私
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
の
は
、
お
話
の
時

間
で
す
。
私
が
声
を
か
け
た
方
は
、
歌

の
時
に
大
き
な
声
で
歌
っ
て
下
さ
っ
た

方
で
し
た
。
し
か
し
、
お
話
の
時
に
な

る
と
、
そ
の
方
は
何
も
声
を
発
し
て
く

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
悲
し
い
思
い
で
家

に
帰
っ
て
母
に
話
す
と
、「
良
い
勉
強

に
な
っ
た
ね
。
少
し
大
人
に
な
れ
た
ん

じ
ゃ
な
い
」
と
一
言
。
諦
め
ず
、
相
手
の

方
の
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
中
学
宗
教
委
員
会
副
委
員
長

�

３
年　

鈴
木 

美
月
）

9
月
18
日（
金
）

尚
絅
学
院
大
学

�

学
科
説
明
＆
模
擬
授
業

　

9
月
18
日
（
金
）の
6
・
7
限
に
、
尚

絅
学
院
大
学
の
各
学
科
か
ら
先
生
を
招

き
、
ミ
ニ
講
義
と
合
わ
せ
て
学
科
の
学

び
の
特
徴
の
説
明
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
事
前
に
2
学
科
を
選

択
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
や
大
学
で
の

学
び
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
ま
し
た
。

卒
業
生
か
ら
の
報
告
あ
り
、
最
新
の
業

界
情
報
の
提
供
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
で
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
講
義
あ
り

と
、
生
徒
た
ち
の
進
路
意
識
を
高
め
る

有
益
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
各
学
科
の

担
当
先
生
は
次
の
通
り
。

【
表
現
文
化
学
科
】	

大
野
　 
実
先
生

【
人
間
心
理
学
科
】	

太
田 

健
児
先
生

【
子
ど
も
学
科
】	

田
村 

嘉
勝
先
生

【
現
代
社
会
学
科
】	

藤
本 

吉
則
先
生

【
環
境
構
想
学
科
】	

桂
　 

重
樹
先
生

【
健
康
栄
養
学
科
】	

今
野 

暁
子
先
生

�

（
進
路
部
主
任　

濱
家 

博
幸
）

10
月
22
日（
木
）

キ
リ
ス
ト
教
講
演
会

　

後
期
キ
リ
ス
ト
教
講
演
会
で
は
、
ゴ

ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
の
サ
ム
エ
ル
さ
ん
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
素
敵
な
歌
を
何
曲

も
聴
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

人
生
は
一
度
き
り
で
選
択
の
連
続
で
あ

る
、
そ
れ
ゆ
え
目
に
見
え
る
も
の
だ
け

で
な
く
目
に
見
え
な
い
も
の
に
心
を
向

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
お
話
を
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
後
期
キ
リ
ス
ト
教

週
間
の
テ
ー
マ
は
「
賛
美
」と
い
う
こ
と

で
、
音
楽
の
授
業
で
は
サ
ム
エ
ル
さ
ん

の
曲
を
練
習
し
た
り
、
朝
の
礼
拝
で
は

賛
美
す
る
こ
と
の
意
味
や
大
切
さ
を
学

ん
だ
り
し
ま
し
た
。
新
し
い
礼
拝
堂
で

の
初
め
て
の
講
演
会
と
な
り
、
卒
業
し

て
い
く
3
年
生
に
と
っ
て
も
特
別
な
キ

リ
ス
ト
教
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
3
年　

千
葉 

拓
夢
）

10
月
13
日（
火
）

学
校
公
開

　

10
月
13
日
（
火
）、
尚
絅
中
高
と
し
て

は
初
め
て
の
平
日
の
学
校
公
開
（
授
業

公
開
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ
ん
に
ち
学

校
公
開
は
多
く
の
小
中
高
校
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
校
で
も
、
新
校
舎
に
移

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
方
に
学
校

と
授
業
を
見
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の

一
層
の
授
業
向
上
に
生
か
す
た
め
に
、

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。
こ

の
日
は
小
中
学
生
合
わ
せ
て
68
組

１
２
７
名
の
方
々
が
来
校
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
に
大
学
見
学
・
授
業
体
験
が

予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
時
間

と
エ
リ
ア
を
限
っ
て
の
公
開
で
し
た
。

来
年
度
は
も
っ
と
長
い
時
間
、
学
校
と

授
業
を
自
由
に
見
て
い
た
だ
く
な
ど
の

構
想
を
持
っ
て
い
ま
す
。

�

（
教
務
部
主
任　

佐
々
木 

達
也
）

高
等
学
校
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8
月
22
日（
土
）〜
9
月
26
日（
土
）

公
開
講
座

　

大
学
入
募
入
試
部
の
主
催
に
よ
る
公

開
講
座
が
、
8
月
22
日
〜
9
月
26
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
、
6
回
に
わ
た
り
仙

台
市
中
心
部
（
仙
台
駅
前
、
勾
当
台
公

園
等
）
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

6
学
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
講
師
が
担
当

し
、
文
学
・
栄
養
学
・
経
済
学
・
心
理
学

等
、
幅
広
い
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し

た
。
高
校
生
か
ら
社
会
人
、主
婦
、一
般

の
方
ま
で
幅
広
い
層
の
方
に
、
そ
し
て

60
〜
70
代
の
方
か
ら
も
多
数
申
し
込
み

頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
経
済
学
の
面
白
さ

と
同
時
に
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

不
安
も
感
じ
た
」（
経
済
学
）、「
次
回

は
是
非
調
理
実
習
的
な
講
座
を
開
い
て

欲
し
い
」（
栄
養
学
）
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
次
年
度
の
企
画
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
入
試
広
報
課
長　

原
田 

紀
）

本
の
寄
贈

「
み
ち
の
く
の
道
の
先
」

�

タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
先
生
の
生
涯

　

タ
マ
シ
ン
・
ア
レ
ン
は
、
若
き
日
に

海
外
伝
道
を
志
し
、
１
９
１
７（
大
正

6
）
年
、
27
歳
で
尚
絅
女
学
校
に
赴
任
。

し
か
し
そ
の
後
、
よ
り
切
実
に
助
け
を

求
め
て
い
る
人
々
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
１
９
２
９（
昭
和

4
）
年
、仙
台
を
去
り
、遠
野
か
ら
盛
岡

へ
、
さ
ら
に
久
慈
へ
と
向
か
う
。
そ
の
ア

レ
ン
を
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
、
打
ち

続
く
冷
害
凶
作
、
飢
饉
、
そ
し
て
三
陸

大
津
波
で
あ
っ
た
。

　

戦
後
再
び
日
本
に
戻
り
、東
北
の
若

者
の
将
来
を
明
る
い
も
の
に
し
た
い

と
学
校
を
設
立
す
る
が
、
な
お
試
練

が
続
く
。

　

著
者
の
目
黒
安
子
女
史
は
、
仙
台
市

出
身
、
ア
レ
ン
国
際
短
期
大
学
の
最
後

の
学
長
を
務
め
た
方
で
あ
る
。
本
書
に

は
、
東
北
の
一
隅
で
、
生
涯
独
身
で
東

北
の
人
々
の
た
め
に
働
き
続
け
た
一
人

の
女
性
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
が
、
生

き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。

�

（
学
長　

合
田 

隆
史
）

9
月
7
日（
月
）〜
8
日（
火
）

「
Ｌ
ａ
ｕ
ｇ
ｈ 

×

�

Ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ
」＆

「
尚
絅
ア
ス
リ
ー
ト
食
堂
」

　

こ
の
タ
イ
ト

ル
を
見
て
「
何

の
こ
と
?
」
を

お
思
い
の
方
々

が
ほ
と
ん
ど

だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
、

健
康
栄
養
学

科
細
矢
研
究

室
で
今
年
度

実
施
し
た
教

職
員
・
学
生
に

向
け
て
実
施

し
た
期
間
限

定
の
食
堂
で
す
。

「
Ｌ
ａ
ｕ
ｇ
ｈ
×

Ｒ
ｏ
ｕ
ｇ
ｈ
」と
は
食
堂
名
で
あ
り
、「
気

軽
に
足
を
運
ん
で
（
Ｌ
ａ
ｕ
ｇ
ｈ
）、
食
事

を
食
べ
て
笑
顔
に
な
れ
る
（
Ｒ
ｏ
ｕ
ｇ

ｈ
）」と
い
う
思
い
を
基
に
学
生
た
ち
が

命
名
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
尚
絅
ア
ス
リ

ー
ト
食
堂
」は
、「
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
」の

理
論
に
基
づ
い
て
一
般
向
け
に
展
開
し

た
食
堂
で
あ
り
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
3
月
11
日
〜
13

日
、9
月
7
日
〜
8
日
の
合
計
5
日
間
、

食
堂
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
多
く
の

方
々
に
来
店
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
た

ち
の
喜
び
と
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
健
康
栄
養
学
科
教
員　

細
矢 

理
奈
）

10
月
11
日（
日
）

宗
教
部
企
画

�

特
別
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
月
11
日
（
日
）
15
時
よ
り
尚
絅
学

院
大
学
礼
拝
堂
に
て
、
本
学
院
と
宮
城

県
文
化
振
興
財
団
の
共
催
に
よ
る
特
別

コ
ン
サ
ー
ト
「
天
上
の
音
楽　

夭
折
の

天
才
ヘ
ン
リ
ー
・
パ
ー
セ
ル
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
国
際
的
に
活
躍
す
る
ヴ
ィ
オ

ラ
･
ダ
･
ガ
ン
バ
奏
者
上
村
か
お
り
さ

ん
を
中
心
に
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
名
手
・

歌
手
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
イ
ギ
リ

ス
の
バ
ロ
ッ
ク
時
代
を
代
表
す
る
音
楽

家
パ
ー
セ
ル
の
響
き
が
礼
拝
堂
一
杯
に

奏
で
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
バ
ロ
ッ
ク

音
楽
の
フ
ァ
ン
、
演
奏
者
の
フ
ァ
ン
、
そ

し
て
仮
設
住
宅
の
方
々
も
含
め
て
約

１
７
０
名
の
入
場
者
が
あ
り
、
お
よ
そ

1
時
間
の
至
福
の
ひ
と
時
を
共
有
し
ま

し
た
。
企
画
実
現
の
た
め
に
お
働
き
く

だ
さ
っ
た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
大
学
宗
教
部
長　

佐
藤 

淳
一
）

11
月
3
日（
火
）

地
域
と
の
交
流
会

　

去
る
11
月
3

日
、
中
高
の
文
化

部
を
中
心
と
す
る

有
志
が
八
幡
地
区

の
高
齢
者
の
方
々

と
の
交
流
会
を
持
ち
ま
し
た
。
１
０
０

名
を
超
す
生
徒
が
力
を
合
わ
せ
て
約
70

名
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

放
送
部
と
宗
教
部
が
企
画
運
営
し
、

合
唱
部
の
歌
や
管
弦
楽
部
の
演
奏
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
一
緒
に
ゲ
ー
ム
も

し
ま
し
た
。
昼
食
は
私
た
ち
の
作
っ
た

豚
汁
を
食
べ
な
が
ら
会
話
を
弾
ま
せ
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
行
事
は
来
年
で
10
年
目
に

な
る
そ
う
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
、

11
月
3
日
は
「
尚
絅
の
日
」
と
位
置
付

け
ら
れ
る
と
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
家
政
科
学
部
部
長　

門
脇 

薫
）

大
　
学
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◆
尚
絅
学

　

尚
絅
学
院
大
学

で
は
1
年
生
に

「
尚
絅
学
」
と
い
う

授
業
を
必
修
科
目

で
行
っ
て
い
ま
す
。

建
学
の
精
神
・
歴

史
伝
統
を
学
び
、

大
学
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
学
校
に
対
し
愛
着
を
抱
か
せ
、

尚
絅
学
院
の
学
生
で
あ
る
事
に
誇
り
を
持

た
せ
る
事
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
明
治
期

の
キ
リ
ス
ト
教
や
ブ
ゼ
ル
先
生
・
ジ
ェ
ッ

シ
ー
先
生
の
教
育
理
念
と
活
動
、
バ
イ
ブ

ル
ク
ラ
ス
の
学
生
達
の
事
等
を
学
ぶ
素
晴

ら
し
い
授
業
で
す
。
こ
の
授
業
に
同
窓
生

が
講
師
と
し
て
招
か
れ
「
尚
絅
学
院
に
学

ん
で
・
同
窓
生
の
回
顧
と
展
望
」と
題
し
て

50
分
間
の
講
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
尚
絅
学
院
創
立
１
２
０
周
年
記
念

事
業
で
上
演
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
ブ
ゼ
ル
先
生
伝
」に
出
演
し
た
時
の
話

を
し
ま
し
た
。
１
年
間
の
稽
古
の
他
、
建

学
の
精
神
・
歴
史
伝
統
を
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
自
分
は
素
晴
ら
し
い
学
校
の
卒

業
生
で
あ
る
と
再
認
識
し
、
誇
り
を
持
つ

こ
と
が
出
来
、
正
に
「
尚
絅
学
」
を
学
ん

だ
、
と
い
う
お
話
で
す
。
早
朝
の
授
業
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
階
段
教
室
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
出
席
率
で
学
生
達
は
熱
心
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

�

（
尚
絅
学
担
当　

赤
坂 

光
子
）

　

キ
リ
ス
ト
教
精

神
に
基
づ
き
、
自

己
を
深
め
他
者
と

共
に
生
き
る
と
い

う
建
学
の
精
神
を

学
ぶ
学
生
達
に
私

か
ら
お
話
で
き
る
こ
と
は
、
尚
絅
で
学
ん

だ
中
・
高
・
短
大
の
八
年
間
に
受
け
た
大

き
な
恵
み
に
つ
い
て
で
す
。

　

入
学
式
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
始

ま
る
無
我
夢
中
の
学
校
生
活
と
宗
教
部
活

動
の
中
で
与
え
ら
れ
た
信
仰
は
、
今
に
至

る
生
涯
の
宝
で
す
。
届
い
た
学
生
の
感
想

の
中
に
は
「
Ｏ
Ｂ
の
方
の
想
い
を
繋
い
で

ず
っ
と
尚
絅
と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
」「
キ

リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
学
び
た
い
」
な
ど
が
あ

り
、
私
が
感
じ
て
い
る
以
上
に
学
生
達
は

尚
絅
の
想
い
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
ブ
ゼ

ル
先
生
の
祈
り
が
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

�

（
尚
絅
学
担
当　

安
澤 

恭
子
）

◆
新
校
舎
の
同
窓
会
事
務
室

　

こ
の
度
、
中
高
新
校
舎
完
成
に
伴
い
と

て
も
日
当
た
り
の
良
い
場
所
に
同
窓
会
室

を
用
意
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
き
な

窓
か
ら
は
、
旧
校
舎
が
日
に
日
に
取
り
壊

さ
れ
て
い
る
様
子
が
見
え
、
ま
さ
に
校
舎

の
新
旧
交
代
の
時
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

新
同
窓
会
室
は
、
真
っ
白
い
壁
に
木
目
調

の
棚
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
青
が
入
っ
た
爽
や

か
な
お
部
屋
で
以
前
よ
り
広
く
な
り
、
役

員
会
や
厚
生
部
等
の
活
動
も
同
窓
会
室
で

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
窓
生
の

皆
様
是
非
遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー

10
月
17
日（
土
）〜
18
日（
日
）

尚
志
祭

　

10
月
の
17
・
18
日
両
日
と
も
に
晴
天

に
恵
ま
れ
、
お
陰
様
で
約
３
０
０
０
名

の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
笑
顔
に
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ「
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
＆
Ｐ
ｉ
ｅ

ｃ
ｅ
〜
大
空
へ
か
け
る
丘
（
ヒ
ル
）ハ
ー
モ

ニ
ー
〜
」の
名
の
も
と
、
尚
志
祭
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
い
た
お
客
様
と
共
に
イ

ベ
ン
ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
の
お
客
様
は
も
ち
ろ

ん
、
老
若
男
女
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
、

皆
が
笑
顔
で
尚
志
祭
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
様
子
が
窺
え
ま
し
た
。
ま

た
、
2
日
目
の
夜
に
は
、
恒
例
の
花
火

を
秋
の
夜
空
に
打
ち
上
げ
、
他
の
大
学

祭
で
は
味
わ
え
な
い
特
別
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

後
輩
達
が
こ
の
楽
し
い
お
祭
り
を
引

き
継
ぎ
、
来
年
新
し
い
尚
志
祭
が
生
ま

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か

来
年
も
こ
の
尚
志
祭
を
温
か
い
目
で
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
そ

し
て
来
秋
ふ
た
た
び
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
尚
志
祭
実
行
委
員
長　

今
野 

秀
俊
）

10
月
29
日（
木
）〜
30
日（
金
）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

�

大
学
か
ら　

名
本
学
訪
問

　

２
０
１
５
年
10
月
29
〜
30
日
に
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
2

大
学
（
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
大
学
、
ロ
イ
ヤ
ル

メ
ル
ボ
ル
ン
工
科
大
学
）
の
教
員
2
名

及
び
学
生
35
名
が
本
学
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
研

修
中
の
本
学
教
員
の
紹
介
に
よ
る
も
の

で
、
国
際
交
流
推
進
委
員
会
が
受
入

れ
、
1
日
目
（
10
／
29
）に
宮
城
県
内
の

被
災
地
（
仙
台
市
蒲
生
、
名
取
市
閖
上
、

仮
設
住
宅
、
岩
沼
市
な
ど
）を
見
学
し
、

2
日
目
（
10
／
30
）
に
本
学
で
本
学
学

生
と
の
合
同
授
業
（
午
前
）や
、
被
災
職

員
よ
り
経
験
談
を
聞
く
交
流
会（
午
後
）

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し

た
。
訪
問
の
様
子
は
、
河
北
新
報
と
Ｋ

Ｈ
Ｂ
の
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
報
道
さ
れ
ま

し
た
。
学
生
同
士
の
交
流
の
場
も
も
う

け
ら
れ
、
訪
問
団
か
ら
は
尚
絅
学
院
大

学
の
温
か
い
も
て
な
し
に
感
謝
の
言
葉

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
国
際
交
流
推
進
委
員
会

�

学
長
特
別
補
佐　

會
澤 

ま
り
え
）
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今
年
度
卒
業
生
の

�

保
護
者
の
皆
様
へ

　

尚
絅
学
院
後
援
会
は
、
学
院
の
充
実

と
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
「
学
院
へ
の

援
助
」
と
「
尚
絅
誌
」の
発
行
を
行
っ
て

い
る
支
援
団
体
で
す
。
皆
様
の
お
蔭
で

発
行
し
た
尚
絅
誌
は
５
０
５
号
と
な

り
、
中
高
・
大
学
礼
拝
堂
の
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
支
援

を
行
う
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
ま
も
な
く
卒
業
時
期
が
近
づ

き
、「
卒
業
生
入
会
案
内
」
を
保
護
者

の
皆
様
へ
お
届
け
す
る
時
期
と
な
り
ま

し
た
。
卒
業
後
は
、
卒
業
生
会
員
と
し

て
母
校
と
の
繋
が
り
を
持
ち
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
初

回
の
入
会
手
続
き
は
、
保
護
者
の
皆
様

か
ら
ご
支
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご

協
力
を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 後

援
会

※
今
回
の
ご
芳
名
は
3
月
11
日
よ
り
11
月
28
日
後
援
会・同
窓
会
受
付
分
の
掲
載
で
す
。

皆
様
の
ご
芳
心
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

賛
助
会
員

金 

三
〇
、〇
〇
〇
円

佐
藤
眞
理

金 

一
〇
、〇
〇
〇
円

高
橋
脩	

太
田
喜
一
郎	

氏
家
道
子

宍
戸
朗
大	

竹
内
紀
幸	

油
川
洋

山
下
と
も	

立
川
敏
子	

石
川
栞

京
美
里	

菊
地
和
子	

小
泉
ひ
と
み

齋
田
尚
子	

齋
藤
ト
モ

金 

六
、〇
〇
〇
円

近
藤
京
子	

舩
木
幸
子

金 

五
、〇
〇
〇
円

近
江
節
子	

鈴
木
陽
子	

星
志
保
子

小
野
昌
子	

新
井
紀
子	

斎
藤
多
賀
子

高
野
幸
子

金 

四
、〇
〇
〇
円

福
田
弘
子	

遠
藤
敦
子	

吉
岡
八
重
子

加
藤
房
枝	

小
泉
睦
子

金 

三
、〇
〇
〇
円

宍
戸
慶
子	

三
浦
祐
治	

小
山
内
ま
り

金 

二
、〇
〇
〇
円

石
川
妙
子	

松
尾
重
信	

堀
口
睦
子

倉
澤
範
子	

三
浦
尚
美	

五
十
嵐
宣
子

高
橋
大
志	

斎
洋
子	

一
井
あ
き
子

勝
山
榮
子	

宮
城
洋
子	

門
間
恵
美
子

常
盤
妙
子	

佐
藤
幸
子	

立
沢
千
恵
子

齋
藤
静
江	

宮
城
悦
子	

粕
谷
志
津
子

千
田
智
恵	

高
見
紀
子	

守
安
久
美
子

渡
部
尚
美	

齋
藤
嘉
子	

平
間
佐
喜
子

小
島
典
子	

土
生
絹
子	

大
江
田
和
子

小
林
令
児	

櫻
井
信
久	

菅
原
眞
美
子

塩
井
順
子	

斎
藤
典
子	

山
本
佐
知
子

境
澤
和
男	

氏
家
な
ほ	

薄
木
理
一
郎

勝
井
良
子	

斎
藤
美
和	

三
戸
部
英
子

小
西
道
子	

渡
部
美
穂	

杉
本
登
代
子

吉
田
恵
子	

河
野
瑛	

押
永
稚
耶
子

木
村
淳
子	

市
川
喜
巳	

木
村
富
士
雄

奈
良
燿
子	

今
井
敦
子	

安
藤
富
紀
子

宍
戸
弥
生	

井
出
綾	

伊
勢
と
よ
子

阿
部
雄
子	

橘
川
孚	

佐
々
木
ケ
イ

髙
橋
雅
子	

阿
部
達	

上
西
ひ
ろ
子

佐
藤
道
子	

荒
井
礼	

小
松
田
裕
子

上
西
則
子	

橋
本
礼
子	

本
堂
冨
貴
子

坂
口
正
二	

本
郷
智
子	

髙
橋
ふ
み
子

上
岡
育
子	

髙
澤
喜
一	

馬
場
ゆ
ふ
子

齋
亮
子	

宍
戸
弘
子	

水
戸
久
美
子

落
合
玲
子	

赤
坂
光
子	

遊
佐
ひ
で
よ

佐
藤
謙
一	

秋
山
妙
子	

川
﨑
瑠
美
子

村
主
由
美	

安
澤
恭
子	

半
澤
美
恵
子

畠
山
敬
子	

藤
田
純
子	

大
友
さ
ち
子

内
海
和
子	

熊
谷
史
子	

押
切
あ
け
み

穐
田
順
子	

斎
藤
幸
子	

加
藤
と
み
よ

小
山
峯
子	

丹
野
英
機	

牧
野
あ
ゆ
み

永
瀨
宮
子	

三
戸
節
子	

奥
村
小
枝
子

大
野
裕
子	

梅
津
義
宣	

宮
曽
根
知
子

松
原
直
子	

後
藤
た
き	

齋
藤
美
彌
子

淺
野
京
子	

阿
部
玲
子	

朝
長
ス
ミ
ヱ

蟹
澤
詔
子	

高
橋
克
子	

佐
々
木
い
ず
み

播
節
子	

木
島
桂
子	

木
皿
久
美
子

高
橋
泰
子	

金
森
順
子	

大
久
保
桂
子

井
浦
郷
子	

清
水
敬
子	

菊
地
め
ぐ
み

藤
原
民
恵	

安
達
英
子	

内
海
ま
ゆ
み

金
川
範
子	

山
下
洋
美	

大
友
美
惠
子

吉
田
高
子	

村
井
厚
子	

佐
久
間
新
一

熊
野
圭
子	

松
村
勝
代	

朝
下
た
ま
江

三
明
靖
子	

小
野
樹
子	

弥
藤
芙
美
絵

吉
川
久
美	

桝
谷
恵
子	

祖
川
か
つ
子

菊
地
智
美	

浅
沼
啓
子	

片
岡
多
恵
子

伊
藤
雄
子	

渡
辺
美
津
子	

大
橋
美
智
子

佐
藤
了
子	

鎌
田
三
千
子	

川
上
千
華
子

金
子
か
つ
子	

林
桂
子	

佐
々
木
久
美
子

佐
々
木
純
子	

林
純
子	

上
田
万
里
子

勝
畑
田
鶴
子	

長
田
彩	

佐
藤
恵
美
子

古
川
は
つ
子	

昆
野
牧
恵	

佐
藤
眞
理

加
藤
幸
子	

野
村
恪
子	

武
藤
喜
美
子

菅
沼
智
織	

梅
原
志
保	

鈴
木
け
い
子

渥
美
知
子	

国
枝
洋
子	

長
谷
川
久
美
子

小
野
敦
子	

大
西
東
子	

安
立
美
智
子

熊
谷
裕
子	

髙
瀬
博
子	

伊
藤
八
千
穂

河
村
尚
子	

内
海
隆
子	

小
出
由
里
子

髙
見
久
実
子	

ギ
ャ
ス
ラ
イ
ト
弘
子

沼
倉
久
枝	

田
所
洋
子	

佐
藤
徳
子

篠
田
芳
美

正
会
員

金 

一
〇
、〇
〇
〇
円

武
田
静
江	

菊
地
和
子

金 

五
、〇
〇
〇
円

近
江
節
子	

鈴
木
陽
子	

新
井
紀
子

小
野
昌
子	

齋
藤
ト
モ	

高
野
幸
子

金 

四
、〇
〇
〇
円

福
田
弘
子	

吉
岡
八
重
子	

加
藤
房
枝

齋
田
尚
子	

小
泉
睦
子

金 

三
、〇
〇
〇
円

上
西
則
子	

氏
家
道
子

金 
二
、〇
〇
〇
円

石
川
妙
子	

清
野
正
恵	

花
海
や
よ
い

川
田
裕
子	
澤
口
美
咲	

菊
田
め
ぐ
み

那
須
茜	
佐
藤
愛
美	

五
十
嵐
宣
子

堀
口
睦
子	

高
橋
大
志	

鎌
田
久
仁
子

千
葉
元
子	

角
田
由
希	

菅
野
美
千
代

斎
洋
子	

門
間
恵
美
子	
立
沢
千
恵
子

常
盤
妙
子	

勝
山
榮
子	

粕
谷
志
津
子

佐
藤
幸
子	

千
田
智
恵	

押
永
稚
耶
子

鬼
澤
洋
美	

渡
部
尚
美	

平
間
佐
喜
子

小
島
典
子	

齋
藤
嘉
子	

大
江
田
和
子

土
生
絹
子	

遠
藤
敦
子	

山
本
佐
知
子

氏
家
な
ほ	

相
原
邦
子	

三
戸
部
英
子

勝
井
良
子	

小
西
道
子	

安
藤
富
紀
子

吉
田
恵
子	

河
野
瑛	

長
谷
田
美
那
子

斎
藤
美
和	

今
井
敦
子	

伊
勢
と
よ
子

木
村
淳
子	

奈
良
燿
子	

上
西
ひ
ろ
子

鶴
間
順
子	

髙
橋
雅
子	

平
塚
ヤ
ス
子

阿
部
雄
子	

宍
戸
弥
生	

髙
橋
ふ
み
子

玉
澤
洋
子	

橋
本
礼
子	

水
戸
久
美
子

荒
井
礼	

遊
佐
ひ
で
よ	

馬
場
ゆ
ふ
子

宍
戸
弘
子	

赤
坂
光
子	

川
﨑
瑠
美
子

秋
山
妙
子	

安
澤
恭
子	

斎
藤
多
賀
子

村
主
由
美	

熊
谷
史
子	

大
友
さ
ち
子

藤
田
純
子	

内
海
和
子	

加
藤
と
み
よ

芳
賀
展
子	

斎
藤
幸
子	

奥
村
小
枝
子

後
藤
た
き	

松
原
直
子	

朝
長
ス
ミ
ヱ

小
野
樹
子	

松
村
勝
代	

大
久
保
桂
子

三
明
靖
子	

枡
谷
恵
子	

千
葉
由
美
子

熊
野
圭
子	

菊
地
智
美	

渡
辺
美
津
子

佐
藤
了
子	

山
下
洋
美	

佐
々
木
純
子

井
出
綾	

金
子
か
つ
子	

佐
々
木
い
ず
み

林
純
子	

野
口
サ
チ
子	

佐
々
木
久
美
子

田
所
洋
子	

伊
藤
八
千
穂	

渥
美
知
子

佐
藤
徳
子

後
援
会
会
費
納
入
者（
敬
称
略
）

同
窓
会
活
動
協
力
費（
敬
称
略
）
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